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回
決
定
し
た
年
間
保
険
料
か
ら

仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
を

10
月
・
12
月
・
平
成
29
年
２
月

に
年
金
天
引
き
で
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
75
歳
に
な
っ
た

方
、市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介

護
保
険
料
の
合
計
額
が
天
引
き

対
象
の
年
金
額
の
２
分
の
１
以

上
の
方（
年
金
支
給
月
に
判
定
）、

特
別
徴
収
の
停
止
手
続
き
を
さ

れ
た
方
な
ど
は
、「
普
通
徴
収
」

と
な
り
ま
す
。
普
通
徴
収
は
、

口
座
振
替
や
納
付
書
で
金
融
機

関
、
市
役
所
、
出
張
所
、
ペ
イ

ジ
ー
を
利
用
し
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

も
、
退
職
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
特
例
要
件
も
あ
り
ま
す
。

○
申
請
方
法　

年
金
事
務
所
ま

た
は
担
当
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

担
当
に
提
出
（
郵
送
可
）

　

※
申
請
書
の
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
、
担
当
に
お
問
い

合
わ
せ
る
か
日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
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【
納
入
通
知
書
を
送
付
】

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
は
、

前
年
所
得
の
確
定
後
に
算
定
を

す
る
た
め
、
７
月
に
決
定
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
決
定
し

た
保
険
料
の
金
額
を
お
知
ら
せ

す
る
決
定
通
知
書
や
、
納
付
方

法
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
納
入

通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に
水
色

の
封
書
で
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原

則
、年
金
天
引
き
で
支
払
う「
特

別
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。
特
別

徴
収
の
場
合
、
４
月
・
６
月
・

８
月
は
、
「
仮
徴
収
」
と
し
て

前
年
度
の
保
険
料
に
基
づ
く
金

額
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
今

　

国
民
年
金
制
度
は
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
、
老
後
の
老

齢
基
礎
年
金
の
他
、
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
制
度

で
す
。
し
か
し
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
申
請
を
す
る
こ

と
で
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

　

な
お
、
前
年
度
に
全
額
免
除

ま
た
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ

て
継
続
審
査
を
希
望
し
た
方
は
、

改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
申
請
期
限　

納
付
期
限
か
ら

２
年
経
過
す
る
ま
で
の
間

○
申
請
要
件　

免
除
制
度
は
、

本
人
と
配
偶
者
と
世
帯
主
、

納
付
猶
予
制
度
は
、

本
人
（
50
歳
未
満
）

と
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

定
の
基
準
額
以
下
の

方

　

※
日
本
年
金
機
構
が

審
査
し
、
そ
の
結
果

を
連
絡
し
ま
す
。

　

※
納
付
猶
予
制
度
に

つ
い
て
は
、
対
象
年

齢
が
30
歳
未
満
か
ら

50
歳
未
満
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　

※
所
得
要
件
以
外
に

平
成
28
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
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金
自
動
預
払
機
）
や
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
７
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
各
月
納
付
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

医
療
給
付
費
の
う
ち
約
１
割
を

皆
さ
ん
に
負
担
い
た
だ
く
保
険

料
で
賄
い
、
９
割
を
公
費（
国
・

県
・
市
町
村
負
担
金
）
な
ど
で

賄
っ
て
い
ま
す
。
同
制
度
の
安

定
し
た
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
第
1
0
4
条
に
基
づ
き

保
険
料
率
な
ど
を
２
年
ご
と
に

見
直
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度

は
見
直
し
の
年
度
に
あ
た
り
ま

す
。今
回
の
保
険
料
の
改
定
は
、

被
保
険
者
数
の
増
加
や
一
人
当

た
り
の
医
療
費
の
上
昇
に
よ
る

医
療
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
下
図
の
よ
う
に
決
定
し
ま

し
た
。
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せ
先
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○
募
集
期
間　

７
月
29
日（
金
）

ま
で

○
募
集
人
数　

3
人

○
貸
付
条
件　

市
内
在
住
で
看

護
師
な
ど
の
養
成
施
設
に
在

学
し
て
お
り
、
卒
業
後
、
市

内
に
お
い
て
看
護
職
に
従
事

す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
な
ど

○
貸
付
額　

授
業
料
相
当
額

（
上
限
は
月
額
3
万
円
）

　

市
で
は
、看
護
学
生
向
け
に
、

看
護
師
等
奨
学
金
貸
付
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
、
市

で
看
護
職
を
相
当
期
間
続
け
る

と
、
償
還
が
免
除
に
な
る
奨
学

金
制
度
で
す
の
で
、
市
で
働
く

意
思
の
あ
る
方
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は

担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
貸
付
期
間　

貸
付
の
申
請
を

し
た
月
か
ら
在
学
養
成
施
設

を
卒
業
す
る
ま
で
の
期
間

○
償
還
免
除
条
件　

文
部
科
学

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
ま
た

は
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し

た
養
成
施
設
を
卒
業
し
た
翌

月
か
ら
、
奨
学
金
貸
付
を
受

け
た
期
間
と
同
等
の
期
間
継

続
し
て
市
内
の
医
療
機
関
で

看
護
職
に
従
事
す
る
こ
と

○
選　

考　

書
類
審
査
、
8
月

13
日
（
土
）
の
面
接

○
提
出
書
類　

座
間
市
看
護
師

等
奨
学
金
貸
付
申
請
書
、
申

請
者
の
住
民
票
の
写
し
（
申

請
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、

法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写

し
）
、
連
帯
保
証
人（
二
人
）

の
住
民
票
の
写
し
お
よ
び
所

得
証
明
書
（
1
年
度
分
）
、

入
学
証
明
書
ま
た
は
在
学
証

明
書
、
授
業
料
を
証
明
す
る

書
類
、履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

○
提
出
方
法　

募
集
期
間
内
に

書
留
で
〒
2
5
2

−

8
5
6

　

6
座
間
市
役
所
医
療
課
宛
て

に
郵
送
（
必
着
）
ま
た
は
直

接
担
当
へ

※
申
し
込
み
の
際
に
提
出
し

た
書
類
は
、
返
却
で
き
ま
せ

ん
。

免除等の区分と保険料額（平成28年度保険料月額16,260円）

免除等区分 月々の保険料額

全額免除 保険料の全額が免除
0円

納付猶予 保険料の全額が猶予

4 分の 3
免除

保険料の ４分の 3が免除
（残り ４分の 1を納付） 4,070円

半額免除 保険料の 2分の 1が免除
（残り 2分の 1を納付） 8,130円

4 分の 1
免除

保険料の ４分の 1が免除
（残り ４分の 3を納付） 12,200円

座
間
市
で
働
く
意
思
の
あ
る

看
護
師
等
奨
学
生
募
集

担
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医
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平成28・29年度保険料額

年間
保険料額

均等割額
43,429円

所得割額
（総所得金額等−330,000円）

×8.66%
＝ ＋

※年間保険料限度額57万円


